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plingよりも強いことが示唆された｡
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6.低エネルギーLi'-Ne衝突によるNeの

自動電離断面積の測定

池 崎 吉 和

低エネルギー (今回はE.≦9keV)のLi十をNeに衝突させると,準分子状態を形成し,そ1

の間に電子昇位が起こり,Ne**1S22S22p4｡ln′1′の2電子励起状態が主に生ずる｡この励

起状態は,ある寿命の後に,電子を1つ放出して崩壊する｡今回その放出電子のエネルギー分

析をして,その励起断面積を測定した｡

Fig.1は得られたスペクトルである｡閉殻どうしの衝突なので始状態はil'であり,生ずる

励起状態は Wignerのスピン保存則によりSinglet状態である｡a,e,fのピークについて放

出電子の角度分布を測定し微分断面積,積分断面積を求めた｡a(1D)3S21Dにっいては角度

分布を詳細に調べた｡尚yig.1のピークの同定は Andersenらによったlo)

断面積の絶対値は,電子のNeによる弾性散乱の断面積2)と比較することにより決定した｡

そのために電子とLiイオンをNeに一緒に衝突させる同時衝突を行った｡ (Fig.2)

Fig.3-8は得られた微分断面積 (DCS)である｡角度分布は900対称をなしている｡ d

の分布はほぼ等方的である｡またaの分布は,衝突エネルギーの変化によりその形が大きく変

化している｡これは衝突エネ/レギーによって励起の起こりやすいイオンの散乱角が変わり,分

子軸とビーム軸となす角度が変化するために起こる｡

図中の実線は北里大学小池博氏の理論により

du/dB-(ot/4打)tl･PP2(cosO)I,p-告去JPZ(cosO)dO

･t:全断面積 ㊥:重心系での散乱角

としてフィッティングをしたものである｡Fig.11にそのときのPの変化を示した｡高エネ/レ
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ギー極限では,散乱角とビーム軸が一致し∂=0となると考えられ,β一号とな-ている｡
♂-0で角度分布は等方的になる｡

Fig.9は積分断面積 (ICS)である｡aの曲線はするどいピークがあり, ごく限られた所

で励起が起こっていると考えられる｡fの曲線は2keV付近にピークがあるが,高エネ/レギー

側で-たん下がってまた上がっている｡これは, fの励起は,動径結合 (全軌道角運動量の分

子軸成分の変化AA-0)によるが,エネルギーが高くなって回転結合 (AA-±1)による

励起経路が開かれたためと思われる｡ total(●印)はa,d,e,fのICSの和であり,ほ

ぼ 2S22p4nln′1′の2電子励起の断面積を表す｡高いエネルギー (≧15keV)領域でのデー

タがある3)のでFig.10にそれを示した｡△印は以前に我々の研究室で測定されたものである｡

01senらの引いた直線上にうまく乗っており,妥当な値が得られたと思われる｡
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1. マグネタイ ト低温相の電気的磁気的性質 稲 生 俊 雄

2.高分解能NMRにおける結合スピン系-の弱いrf磁場の効果 小 泉 潤 一

1. マグネタイ ト低温相の電気的磁気的性質

稲 生 俊 雄

マグネタイ ト(Fe30｡)は,逆スピネル構造をもつフェリ磁性体で,約 125Kでいわゆる

Verwey相転移を起こし, 立方晶からより低対称な結晶形-変わる物質である｡この相転移

にっいては,現在なお数多くの研究がなされており,低温相においては,まだ,その結晶構造

-629-


